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Ｘ線分光撮像衛星 XRISM に搭載される軟Ｘ線撮像装置 Xtend は、軟Ｘ線反射鏡とＸ線CCDカメラの組み合
わせにより、0.4–13 keV の帯域において 38分角平方の広視野を実現する。Ｘ線 CCDカメラとしては、空乏層
厚 200µmを有する Pチャンネル CCD素子を裏面照射型として採用し、その 4素子を 2×2のモザイク状に並べ
ることで、高感度・大面積を実現している。これまでにフライト用Ｘ線 CCDの仕様を確定し、2019年 6月時点
では、納入された複数の候補素子から衛星搭載用の素子選定をおこなっている段階である。フライト用素子の性
能評価をおこなうにあたり、電荷転送効率は最重要評価項目の１つである。電荷転送効率は CCD検出器に固有
の評価項目であり、製造過程、補償方法、放射線損傷の度合により値が影響を受ける。また、一般的にその値は
信号の電荷量に対する依存性を持ち、場合によっては、素子上での場所の依存性も見られることがある。本講演
では、この Xtend のフライト用Ｘ線 CCD素子の電荷転送効率の評価の最新結果について報告する。


